Ｂ・Ｃグループ
「学び・やり甲斐・ACTIVEプロジェクト」の指導内容を中心とした、
「話すこと・聞くこと」と「書くこと」の実践例
～～不足しがちな「書くこと」指導の一例～～
　甲府西高等学校　国語科　
（１）課題の内容
本校の校訓は「自己を知り　自己を深める」である。国語科においては言語の教育を介してこの校訓の精神を涵養するべく「ことばや日本語への深い認識を持ち、言葉を用いての論理的思考や伝達力、及び批判的思考を養い、広く社会の問題解決に貢献出来る生徒を育てる」という教科目標を定めた。
　このような「広く社会の問題解決に貢献出来る」力を生徒に身につけさせるためには、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の３領域を指導することが必要である。しかしながら本校においては、「読むこと」の指導や「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」を留意した指導に時間数の多くが割かれ、指導事項に偏りが生じている。また、「書くこと」の指導を念頭においている授業においても、その内実を見ると「読むこと」の指導になっていることもある。
（２）課題改善に向けた具体的な取組
　そこで、１年次国語総合の現代文の授業において、小説を書く単元を設計し、授業を行った。単元の概要は次のとおりである。

（３）取組の成果とその要因
① 生徒が「読むこと」と「書くこと」とを関連付けて学ぶことができたこと
　生徒はこれまで内容理解や設問に答えるという形で小説と向き合うことが多かった。また日常においては娯楽として読書を楽しむことが多く、小説を書き手の視点で書き方から分析することが新鮮であったようだ。他者との意見交換の場では、「こういう書き方が『夢』らしさを醸し出している」などの批判的な読み方と書き方両面の視点を持った意見が多数上がり、「書くこと」への意識の芽生えが伺えた。本校ではこれまで「読むこと」の授業が多かったため、人物、情景、心情の描写への着目や、文章の構成や展開の把握については生徒も慣れており、それらを書き手の視点から捉えなおす下地が形成されていたように感じられた。　

② 生徒が小説についての理解を深めることができたこと
　『夢十夜』を教材に採ることで、虚構の世界を描き出すという小説の性質を効果的に考えさせることができた。生徒は自分がどのような「夢」の世界を描きたいかを考えることで、ただ単純に虚構の出来事を作り出すだけではなく、その「夢」の話を通して読者にどのようなメッセージを伝えたいかというところまで考えることができていた。最後の読書会では、「この話の主題は何なのか」ということを話し合う班もあり、小説の主題の描き方についても考えることができていた。
③ 生徒の読書活動を促すことができたこと
　単元の学習の過程で、『夢十夜』だけでなく他の作家の小説を読んで表現の幅を広げようとした生徒がいた。また、最後に学習の振り返りとして「今後はたくさん本を読みたい」とコメントした生徒が大勢いた。本年次は読書習慣が身についていない生徒が多いので、その点においても意義ある学習であった。
（４）取組の中で感じられた課題と考えられる原因
① 「読むこと」の内容理解に議論が流れやすいこと
　先述したように本校では「読むこと」の学習に偏重する傾向があり、文学は「読むこと」の授業で扱うものだという先入観が生徒の中にあったように思う。そのため、はじめは「読むこと」の授業だと捉えて学習に取り組む姿勢が散見された。１時間目の冒頭で生徒に単元の学習目標を説明したが、不十分であった。
② テキストの種類に応じた「書き方/書かれ方」の違いを指導できなかったこと
　今回は小説を教材として取り上げたが、小説の書かれ方の特徴の確認を怠ったまま小説を書く学習活動に取り組ませてしまい、その結果どのように書けばよいのかとまどう生徒が出てきてしまった。また、本人としては楽しくかけてはいるものの、小説ではなく随筆の書き方をしている生徒もいた。テキストの種類ごとに「書き方/書かれ方」の違いがあることを理解していないがために学習効果が薄まったように思う。
③ 図書室の活用が十分でなかったこと

　小説を書く学習活動の中で、生徒の中から自然と『夢十夜』以外の小説も読んでみたいという声が上がった。図書室で授業を行っていれば、生徒が自由に本に手を伸ばすことができ、より充実した学習ができていたはずである。
（５）（４）で感じられた課題に向けての改善策（案）
①生徒に「書くこと」の学習であるという意識を持たせること
　本単元は「書くこと」の領域の学習であることを生徒に意識させる必要があった。授業の冒頭で学習目標を生徒に提示し、丁寧にねらいを説明するべきであった。
②多様な種類のテキストについて、その特徴を学習すること
　それぞれのテキストに特有な表現・展開・構成の特徴について理解を深める学習を行うとよいのではないか。本単元では小説を取り上げてその書かれ方を分析することで自分の書き方を作り上げていくという方法をとったが、はじめから小説の書き方を知識として与えるという方法も有効であると思われる。また、小説だけではなく、詩歌・随筆・説明・論説・評論・記録・報告・報道・手紙など、様々な種類のテキストについても同様に理解を深めていくことも大切である。
③図書室の活用
教材として夏目漱石の『夢十夜』を取り上げたが、夏目漱石以外の様々な作家の文章も参考として生徒に提示するべきであった。また、教師から生徒に特定の作品を示すことも重要であるが、生徒が自由に参考となる資料を探せる場所で学習を行うことも重要である。生徒の学習意欲を高めるタイミングで図書室を活用するという視点を持つべきであった。
単元　『西高夢十夜』をつくろう


教材　高等学校新訂国語総合 現代文編　夏目漱石「夢十夜」


付けさせたい力　国語総合　書くこと


エ  優れた表現に接してその条件を考えたり，書いた文章について自己評価や相互評価を行ったりして、自分の表現に役立てるとともに，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。


授業の内容


第一次　教科書に採録されている『夢十夜』の第一夜・第六夜を読み、「夢」らしく感じられる説明や描写を指摘し、その表現の特徴を考える。


第二次　「こんな夢を見た。」という一文から始まる小説を書くために、ワークシートを用いて自分が書きたい「夢」の世界について構想を練り、推敲を重ねながら小説を書く。


第三次　完成した小説の中から特徴的な作品を10点選出し、文集（『西高夢十夜』）を作り、製本する。


第四次　読書会を開いて文集（『西高夢十夜』）を読み、掲載されている作品の発想の豊かさや構成・展開の工夫、表現の特色について話し合う。








